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ば,完全グラフであれば,点の数をnとして,lf- n - 1であり,グラフがツリーであれば
If≧√㌃=丁である｡ xをベクトルとして,連立方程式をAx-スxとする｡ xの要素x乙を
n a
















する値をxpとすれば,G*の最大固有値が最大になるのはx p - maxtx乙)のときであるO> ここ
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九大 ･理 森 肇
ランダムな形をもつ構造としてよく知られているものに
1)ブラウン曲線,溶液中の高分子鎖
2)海岸線,島,山岳
3)浸透 (percolation)のクラスター,二次相転移の臨界点近傍のクラスター
4)発達した乱流の渦糸
5)散逸力学系の奇妙なアトラクタ
等がある｡これらは,直線,正多面体,円錘等を理想化された極限図形とする通常の幾何学と
は全く異る種類の図形に属する｡これらランダムな構造の幾何学的特徴を捉えるものとして,
ここでは,2つの巨視的指数
a)次元D(相似次元,Hausdorff次元 )
b)拡りの指数y
を議論した｡ランダムな構造の特徴として,次元Dは非整数となる｡このことは, 1),2),
3)の例については比較的によく知られている1.･2) 4),5)の例についても,非整数の次元βが
有用な物理量であることが判明してきた3.)拡 りの指数リは,溶液中の高分子鎖の拡 りを特徴ず
けるものとしてよく知られているものである4)が,他の例でも,特に,乱流の異常拡散 (渦糸
の拡りの時間的異常増加 )や奇妙なアトラクタ上の拡散過程を特徴ずけるのに有用な物理量で
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